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『菩薩地』戒品所説の三聚浄戒の構造
斉 藤 舜 健
序章 問題 の所 在 と方 法論
菩薩が受持すべ き三聚浄戒 と受戒法,そ してその戒相 としての四重四十三軽
戒 を説 く 『瑜伽師地論』「菩薩地」〈戒品〉(以下、戒品)は,十 重禁戒などの
梵網戒を説 く 『梵網経』 と並んで古来,中 国 ・日本において尊重 されて きた。
従来,菩 薩戒 を研究す る上で,そ れぞれの戒を受持する菩薩の機根,つ まり
階位を基盤 として種々の菩薩の区別をして考察す るという態度が無かったよう
に筆者 には思われる(1)。
そこで,こ の戒品所説の三聚浄戒 を受持すべき人々は,入 大地以前の菩薩で
ある,と いう限定を加 え論述 してゆきたい。以下 この限定,つ まり命題の論証
を試みたい。戒品所説の四十三軽戒の第一の軽戒では,あ らゆる菩薩が一 日一
度 は礼拝 ・供養すべき対象 としての仏 ・法 ・僧の三宝を,如 来の或 は如来を示
すチャイ トヤ ・法の或は法 を示す書物のあるところ ・菩薩の経蔵 ・菩薩の経蔵
のマー トリカー ・十方の入大地の諸菩薩の僧伽 とする。一般に菩薩が供養する
対象 としての僧宝 は,〈如実修行の者〉であ り,初地以上の菩薩を指す(2)。そ
れ故 「あらゆる菩薩」に対 して初地以上の菩薩を僧宝 として供養すべし,と規
定 していることになる。 ところが,礼 拝 ・供養 しな くて も無違犯であることが
例外 として次のように示 される。つまり,「あらゆる菩薩」 ということに入大




意楽の菩薩 は,例 えば證浄を得た比丘が常に法爾 として大師に仕 え,最 高の





とあ る。 すで に清浄意 楽地 に入 った者 とは 「菩薩 地」〈住 品〉 に規定 され るよ
うに,意 楽が清浄 になるの は極歓喜住以上 で あって,初 地以上 の菩 薩 の ことで
あ る。即 ち,仏 ・法 ・僧 の三 宝 を供養 す るのは,入 地以 前 の菩薩 で あ り,入 地
以後 の菩薩 は所作 その ものが三宝 を供養,、つ ま り荏厳 す るこ とにな るのであ る。
この ように,戒 品所説 の三 聚浄戒 を受持 す る菩薩 の特性 を例外規定 で性質 を削
除 ・限定 し,明 確 にす るのであ る。故 に,戒 品 の この第 一の軽戒 は初 地 に入 る
以煎 の菩薩 を対象 として定 め られ た条項 で ある と判 明す るので あ る。
また,律 蟻戒 に住 す る入大 地以前 の菩薩 が,羅 かかなた にある入大 地 の菩薩
を目指 して怠 る ζとな く漸 次 に修 習 を完成 すべ きことを示す もの として, 、
彼[の 菩薩],にはすで に大 地 に入 った諸 菩薩 につ いての優 れ た,無 量 ・不可
思議 な長 時 にわた る最 も為 し難い全 ての菩薩 の[な すべ き]学 処 を聞 いて も
[彼の]心 に は過 度 の恐 れ,或 は怯 え,或 は心 の萎縮 がない のだ,彼 には次
の ような思 い だ けが あ る,「彼 ら[入 大地 の諸菩 薩]も また人 間で あ って.
順 次 に菩 薩9)諸々の学 に於 て学 びっっ,無 量 ・不可思議 な る身 と語 の律 儀 を
身 につ け完 成 した のであ る。'[入大 地以 前 の]我 々 もまた人 間で あ って,順
次 に学 びつつ ある[我 々]は,確 実 にその身 と語 の律儀 を完成す るこ とを得










とある。三聚浄戒 を授 かる場合,律 儀戒 ・摂善法戒 ・饒益有情戒の三種 におい
て修学す ることを誓 って受戒するのであり(5),三聚浄戒 に住する菩薩 とされる
のは,入 大地以前,即 ち初地以前の菩薩からはじまることになる。
このように戒品の所説 は一方で初地以前の菩薩を対象 として述べられていな
が ら一方で は,「三聚浄戒に住する」 という形で示 されているものには 『十地
経』 に説かれるような初地以上の菩薩のあ り方 とも対応するものがある。 ここ
に,菩 薩がそれぞれの階位でそれぞれに三聚浄戒 を修習するという 〈重層構
造〉 と呼べ るものが,菩 薩の修習の体系のなかにあることを示 している(6)。こ
の重層構造 を意識 しないかぎり,菩薩の修習 としての三聚浄戒を示す,戒 品の
所説を正 し く読み取ることはできない。









衆の別解脱律儀 とされるが(7),比丘戒の規定 と戒品中の比丘戒 と別立された事
項である軽戒に規定 されるい くつかの条項 とが相対立することなどを根拠 とす
る見解である(8)。
そこで本稿では戒品の記述 を三聚浄戒の構造 を明 らかにし,〈一つの整合の
とれた体系〉 として,菩 薩戒 を捉える視点が存在す ることを主張する。その視
点 とは略説すれば,さ きに述べた ぐ重層構造〉に留意 しつつ,三 聚浄戒 を平面






本稿 においては次に示す資料 を直接の検討対象 とする。
1)「 菩薩地」全体の中で戒品を捉える。当然のことではあるが ,〈重層構
造〉 は戒品の所説 を 「菩薩地」全体の中に位置づけることによって はじめて明
確になるもめである。
2)「 菩薩地」が所依 とする経典の一つである 『十地経』の所説 と対応 させ
る。『十地経』が示すそれぞれの地での菩薩のあ り方 と戒品に示 される入大地
以前の菩薩の指標 としてのあり方 とが対応する。 しかのみな らず,厂十地 に於
け る菩薩の あ り方 については 『十地経』 に従 って理解すべ きである」(9),と
「菩薩地」〈住品〉に示されている。よって 『十地経』に示される菩薩のあ り
方 は戒品を読む場合,常 に対応させ られねばならぬ。
3)「 菩薩地」を前提 としている諸論書のうち,『大乗荘厳経論』(1°)・『摂大
乗論』(11)の記事 と対照比較する。 それぞれ,厂菩薩地」 と深い関係 にあ り(12),
戒品の所説 との比較がなされる必要がある。
さらに,こ れ らの資料 を次のような対応関係 に基づ き検討する。
1)菩 薩の階位 と三聚浄戒 との関係を明 らかにする。
冒頭に述べたように,戒 品所説の三聚浄戒 は入大地以前の菩薩 を対象 としな




姓住の菩薩 の諸特質 と三聚浄戒 に示される学習事項 との関連を明確にする。(2)
初発心を条件 とし,最初 に三聚浄戒を受持する階位が勝解行住 とよばれる。そ
の勝解行住 における学習事項 と三聚浄戒 との関連を明確にする。(3)三聚浄戒の
〈重層構造〉を最 も端的に示す階位である初地か ら第十地(「菩薩地」 に示す
階位である十三住に従えば,極歓喜住か ら最上成満菩薩住)に おける学習事項
と三聚浄戒の関係 を示す。 ここでは 『十地経』の所説をも対応 させる。
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2)菩 薩 の修習すべ き事項のなかで三聚浄戒を位置づける。
戒品は 「菩薩地」のなかでは戒波羅密 を明かす章であるとされる(13)。しか
しなが ら,他 の五つの波羅蜜の章の記述 と戒品での三聚浄戒の記述 とは重裡す
るものが非常に多い。そこで,六 波羅蜜 と三聚浄戒 として示 される修習すべき
事項 の対応関係を検討する。その場合 厂菩薩地」 を中心 としなが らも,『大乗
荘厳経論』・『摂大乗論』の記述 との対比を行い,三 聚浄戒のもっ意味を明確 に
する一助 としたい。また,『摂大乗論』において は,増上三学の内,増 上戒学
が三聚浄戒 とされるので(14),増上三学の中での位置づけとして,『摂大乗論』
に関しては検討する。
第一一章 菩 薩 の階位 にお け る三 聚浄 戒 の位 置 づ け
「菩薩地」〈住品〉には菩薩の階位 としての十三住が説かれる。順次に示す
と,種姓住,勝 解行住,極 歓喜住,増 上戒住,増 上心住,覚 分相応増上慧住,
諸諦相応増上慧住,縁 起相応増上慧住,有 加行有功用無相住,無 加行無功用無
相住,無 礙解住,最 上成満菩薩住,如 来住である。概観すれば,種姓住 とは菩
薩種姓を具足 した状態,勝 解行住 は初発心するが未だ清浄意楽,つ まりまだ見
道に入っていないすべての菩薩の状態をいう。それ以降の極歓喜住から最上成
満菩薩住 は 『十地経』の歓喜地か ら法雲地 に相当する。 これ ら十二種が諸菩薩
の菩薩住である。最後の如来住 とは一切の菩薩の住を越 えて現等覚 されたもの
をいう。




第一節 種 姓 住
菩提心 を発 していることが三聚浄戒 を受持する条件であるが(15),種姓住の
菩薩は三聚浄戒 を受持 しているわけではない。しか しながら,三聚浄戒に示さ
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れている内容 を本性 として備えているわけである。ここで は三聚浄戒を受持し
ていない菩薩の本性の部分 と三聚浄戒の示す内容 との対応関係 を考察の基盤 と
し,持 戒 とはいわゆる戒体 として他か ら具足 されるので はな く(16),種姓住 の
菩薩にはすでに因 として具足されてお り,修習の深まりにおいて,煩 悩のおお
いより発現 してゆ く性質の ものであること(17)を示す,一一.つの視点 としたい。
・「菩薩地」〈住 品〉にはそのような種姓住の菩薩のあ り方が次のように述べ
られている。
そのうち種姓住の菩薩 は,そ[の 種姓住]と は別のあらゆる十一の菩薩の住
と如来住 の因にのみ於て(hetu-matre),因の摂受 として活動する。 しかし
彼によってそ[の 種姓住]と は別のどれかの住が発趣 されてもいないし,獲
得 されて もいないし,清浄にされてもいない。如来住が[発 趣 ・獲得 ・清浄
にされていないのは]い うまで もない(18)。
種姓住の菩薩 は如来住に至るまでのあらゆる菩薩の特性 を因 として備えている
のだから戒品で規定され る菩薩のあるべ き姿が種姓住の菩薩に 〈本性 として〉
備わっていることになる(19)。菩薩のあるべき姿 とは,後 に述べ ることになる
が三聚浄戒に示 されるものである。つ まり種姓住において,そ の後の諸階位に
それぞれに三聚浄戒 を修習するとい う重層構造の初 まりがみいだされるのでは
ないのか。
「菩薩地」〈住品〉に,
種姓住の者のあ り方はく種姓品〉に示 したが,種 姓住の菩薩についてそれを
(種姓品の箇所)詳 し く[読んで]理 解 されるべきものである(2°)。
ど示 される。 ここで 「菩薩地」〈種姓品〉 に示 される種姓住の菩薩のあ り方を
概観 してみなければならない。「菩薩地」〈種姓品〉には,
菩薩には諸波羅蜜の種姓のしる'しとしてこれ ら六[の 波羅蜜]が 備わる。そ
れ ら[の しるし]に よって他の人々 は,「このものは菩薩である」 と知る。







どうか確認で きる。菩薩種姓の者のあり方がそのまま示 されている と云 ってよ
いo・ 「 ・b匙
それでは,そ の六波羅蜜の種姓のしるしとはどのようなものか見てみよう。
布施波羅蜜 と戒波羅蜜 それぞれの第一番 目の規定を示すことになるがfそ れら
にはすべて,菩 薩が,〈本性 として.(prakrtya)〉これ これというものである,
と記されていることに注 目したい。
布施波羅蜜:そ の[六 波羅蜜の]内,以 下のことが菩薩の布施波羅蜜の種姓
の しる しで ある。即 ち,菩 薩 は,ま さに本性 として布 施を好むものであ
る(22)。
戒波羅蜜:そ の[六 波羅蜜の]内,以 下のことが菩薩の戒波羅蜜の種姓の印
である。即ち,菩 薩は本性 として軟品の不善 なる身語意業を備 え,1過度に凶
暴でな く,過度 に有情を傷つけるものでない(23)。
このように,菩 薩種姓のしるしを菩薩が本性 として備 えているもの として示
す。 ・・'・
ところで,第 二章で述べることになるが,こ れら六 波羅蜜の種姓のしるしは,
戒品の三聚浄戒のあり方が規定されるなかで示 される菩薩のあ り方 と内容上,
対応関係が見 られる(24)。
しかし,種 姓住の菩薩は,菩 薩のあるべ き姿を随煩悩 に随染されることで露
にしていない(25)。また,発 趣 されていないのだか ら自覚的に菩薩のあるべ き
姿を実現 しようとするわけでもないのである。序章で述べたように戒品所説の
三聚浄戒 を受持するめは勝解行住の菩薩である。自らのあるべき姿を自覚的に
実現 しようとする菩薩 は,初発心によって成立する勝解行住 にあって初めて見
いだされる。それでは,次節で勝解行住 と三聚浄戒の関係を検討 してみよう。
第二節 ト勝 解 行 住
勝解行住 はすでに述べたように菩薩の初発心を契機 として成立する。'この住
は戒品所説の三聚浄戒を受持する菩薩の階位である。そ こで本節では勝解行住
の菩薩が三聚浄戒を受持 し修習する有様 を示 したい。.・
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菩薩 の諸 階位 にお ける勝解行住 の位置 は 「菩 薩地」〈住品〉 に,
そ[れ らの諸 階位]の 内,い ずれが菩薩 の勝 解行住 か。即 ち,菩 薩 の初発心
してか ら未清浄 な勝 意楽 の菩薩行 な る もの,そ れが彼[の 菩薩]の 勝 解行住




また,勝 解行住 の菩薩 によってあ らゆる菩薩 の住 と如来 住が発趣 されて いる。
しか し決 して獲得 され ていない し清浄 にされて いない。 ただ その勝解 行住 の
みが獲得 され たので ある。 そ して勝解行住 を清浄 にする こ とに彼[の 菩薩]





と規定 され る。種姓住 の菩薩 は三聚 浄戒 に示 され る内容 な ど菩薩 の性質 を因 と
い う消極 的な あ り方 で具 しているのに対 し,勝 解行 住 の菩薩 はそれ を円満 た ら
しめん とす る勝 意楽 が未 浄 な ものであ る として も積 極的 に行 じて ゆ こうとす る
ので ある。 それ故,勝 解 行住 の菩薩 の修 習 と三 聚浄 戒 の関連 を考察す る にあ た
り初 発心,つ ま り勝解行 住へ悟入 する菩薩 のあ り方 《以下,初 発心)を まず明
きらか に し勝解 行住 に住 すべ き前提 を三 聚浄戒 との関係で示 さな けれ ばな らな
い。 そしてその性格 を踏 まえた上 で,勝 解行住 にあ る菩薩 のあ り方 を検討 す る。
「菩薩 地 」 〈発 心 品〉 に,初 発 心 の五 種類 の相 を挙 げ るなか で(28),自性 を
「あ らゆる菩薩 の正誓願 の最初で あ りそれ以外 の正誓願 を包摂 す る ものであ る。
それ故 その初発 心 は最初 の正誓願 を自性 とす る(29)」とす る。 その正 誓願 は,
ねがわ くば,私 は無上正 等覚 を現等覚 した い,そ して あ らゆ る有 情 の義利 を






と言表 す る。 これ らを初発心 の行相 とす るので あるが,初 発心 の行 相 につ いて
の第二 句 にい う 「あ らゆる有 情 の利 益 を為 す もので あ りたい。」 とは実 に饒益
有情戒(sattvartha-kriya-sila)が示す 内容 その もので ある。
また,初 発心 を所依 として何 が発動 す るか とい うと,
そ して苦 しめられ た有情 た ちに彼 の悲 ある菩薩 は[彼 ら有情 を]抜 済す るこ
とを意図 して その心 を起 こす。 それ故,そ の発 心 は[法 界 か らの]悲 の等 流
であ る。 そしてその発 心 に依止 し立脚 して菩薩 は菩提分法 と有情 の義利 を為







とあ り,法 界 等流 としての悲 の発現 と聞薫 習すべ き働 き としての初発 心が説 か
れ,ま さに菩 薩行 を行 ず るた めの基盤 が成 熟 され て くるので あ る。 これ らに引
続 いて菩薩 の発心が有情 に対 す る悲 ・有情 の利益 につい ての決意 に基づ くこ と
が詳細 に述 べ られ るのであ る。
すで に発 心 した菩 薩が学 ぶべ きこ とが らは,具 体 的 に は 「菩薩 地」〈自利 利
他 品〉以 下 の六 つの章 にわた って示 され る(32)。これ らの学 習事項 もそのべ一
ス には有情 の利益 を為 す こ とが あ る,と いう ごとに注意 すべ きで あろ う0
以 上,初 発心 の菩薩 のあ り方を概 観 した。次 に,「菩薩地」 〈住 品〉 に示 され
る勝 解行住 の菩薩 のあ り方 を,戒 品 に説か れる菩 薩 のあ り方 との比較 を通 して
検 討す る。 そ こで勝 解行住 の特 色 につ いて二箇 所引用 してみ よ う。
勝解行住 の菩薩 は菩薩が本 来為すべ き事項 を十分 に は為せ ない とい う ことに
つ いて,
そ してそ の うち勝 解行住 にお ける菩薩 は菩薩 の修習 にお いて狭 小 な ものであ






と修習 にお ける不完全性 をしめ し,次 に
勝 解行住 におい て活動 す る菩薩 は思択 す る力 があ る。菩薩 の所応 作 の加行 に
つい て思 択する た めの智 慧 に よって 努 力 す る。 しか し決 して本性 として そ






、と所応作 にお ける不完 全性 を示 す。、こ こで は具体的 に どの様 に 「堅 固で不退 な
る菩薩 の修 習を獲得 して いない」の かが示 され る。却 ち,生 活用品 に対 す る執
着 を生 じた り,菩 薩 の神 通解脱等持等 至 な どを獲 得 していない ことな どで ある。'
これ らはすべて内容 の上 か ら戒 品に説かれ る三聚浄 戒 に住 す る菩薩 のあ り方が
獲 得 され ていない とい うように還元 で きる。 それ らのなかで,勝 解行住 の菩薩
が 自らの前生 を忘失す る こ と ・菩提心 を捨 てて しまうこと ・菩 薩の浄戒 を捨 て
て しまうこ とな どの可能性 が ある ことの理 由を, .
"あち こち の生存 の なか に生 まれ た時
,そ れ ぞれ に生 じた者 に は以 前 の生存 を




そしてあ る時 には,発 心 したに もかか わ らず,大 菩薩 か ら退失す る。
ekadacacittamapyutpaditammaha-bodhadutsrjati(36).
菩 薩 の戒律儀 の正受 か ら離れ或 は(そ れ に)耐 え られ ない。
ekadaBodhisattva-sila-samvara-samadanannivartatenotsahateva(37).
と示 し警告 するのであ る。勝 解行住 を超 過す るのに第一 の無数大 劫か か るので
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あるか ら,そ の間には菩提心 を発したことすら忘れてしまうこともあろうO
さてここで,菩 薩 の受戒が声聞種姓の受具足戒 と本質的に異なる例を示し,
三聚浄戒の本質 に迫 りたい。戒品には,圏L・ い
そ して手短 に云 えば・ただ二つ の理 由に よつで菩卿 辮 義 の正 受 を捨て る
こζが あ る。無上正等Q提 にお嫡る願 を棄捨す る こと と・‡ 品纒 の波羅琴処
法 脅現 行 す るこ とぞある ・ そ,レて また菩 薩が生 が尽 きて下方 ・上方 ゜遅抻 ゜
あ らめ る ところに生 じつつ,菩 薩 の戒律 義 の正 受 を破 らない。 菩薩 によって
,誓願 が捨 て られ ず,ま た波羅夷処法 の上品 の纒 を現行 しないの ならば,一 方,
生 が尽 きて憶念 を失 った菩薩が善 友 と出会 って憶 念 を思 い出 させ るために繰












とのべ られ ている。三 聚浄戒 の受持 が一度 に完全 な ものにな るので はな く,歴
劫修行 を重 ね,繰 り返 し修習 され るこ とで完全 に しよ うと目指 す もので あ る。
本来,菩 薩 の本性 として行 うことがで きるはずであ る菩薩 の所 応作(=三 聚浄
戒 の内容)を 戒 品で は,四 波羅 夷処法 と四十三軽 戒 とい う条項 の形 で規定 して
い る。 つ ま り,菩 薩 としての本 性が いまだあ らわ にされてい ない菩薩 が,三 聚
浄 戒 を受戒 する こ とによって 自らの菩薩 としての本性 をあ らわ にする為 の努力
を自覚 的 に行 うた方途 を規定 しているのが三 聚浄戒 であ る,・とい えよう。勝解
行 住 の菩 薩 が受持 すべ き戒 であ る所以 であ る。
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勝解行住の菩薩が転生 し,受戒した憶念 を失ったとき,繰 り返 し受戒するが,
新な受戒ではない,と いう一文 について,い まここで,い わゆる声聞種姓の者
の受戒 との比較の上で少 し考察 を加 えたい(39)。それを図示すると
ザ
受戒の数限 時限 戒の本体 戒体の因
勝解行住 無数回 一無数大劫 法界等流に基づく種子 菩薩種姓
声聞種姓 1回 現世限り 無表業(色法) 身語業
となる。両者の相違 はまず,戒 の本体 において端的に示される。つまり,菩薩
は菩薩種姓であることを因 とし,法界等流の悲 によって饒益有情 を発現 し,発
心 して聞薫習の形で受戒 し,ア ーラヤ識 に薫習するのである。つまり,アーラ
ヤ識 は現世限りで破壊されるのではな くさまざまな形で生死流転するものであ
り,勝解行住の菩薩にとっては一無数大劫にわたって饒益 を目指 して修習 と所
応作 を完成 し,次の極歓喜住,即 ち初地へ と悟入するのである6
これに対 して声聞では,現世で自利を円満 し,阿羅漢果 を得て再び転生す る
ことがないのであるか ら,受戒 に関 してアーラヤ識の必要性をもたず,死 して
共に壊滅する色法 としての戒体でこと足 りるのである。
以上,勝 解行住の菩薩について,三 聚浄戒のあり方を論 じたが,次 の極歓喜
住 に悟入 した後には新たな三聚浄戒,つ まり新 たな修行が待ち受けているので
ある。菩薩の階位のそれぞれに三聚浄戒があ り,その重層構造が質的に浄化さ
れて行 くのか考察しよう。
第 三節 極歓 喜住触最上 成満菩薩住
勝解行 住 の菩 薩が未 だ菩 薩の本来 のあ り方 の通 りに活動がす ることが で きな
い もので ある ことは,第 二 節 に示 した如 くで あ る。「菩薩地 」〈住 品 〉には,
その勝 解行住 がすで に清 浄にな る と,先 に発趣 された極 歓喜住 が,ま さに獲
得 され る。 そ して,そ の[極 歓喜住 の]浄 化 に取 り掛 っ たので あ る。
adhimukti-carya-vihareparisuddhepramudita-viharampurvarabdham
evapratilabhate.tasyaivacavi§uddhayepratipannobhavati(40).





菩薩は極歓喜住に入るにあたって浄勝意楽 を獲得 し,それを条件 として入大





雲地に相 当する。それらにの地に住する菩薩のあ り方について 「詳しくは 『十
地経』によるべし」と 「菩薩地」〈住品〉 に示 されている(41)。よって本節では
これに従い,こ れ ら十住における菩薩のあり方 は主 として 『十地経』によって
概観することにするσ
以下に 『十地経』所説のそれぞれの地における菩薩のあ り方を三聚浄戒 に規
定 される菩薩のあ り方 と対応 させて示す。唯,す べてを示 したのでは膨大な量
になるので,そ れぞれの地について一例つつを挙げることにする。
初 地:大 慈を備えていることによって菩薩がより多 くの修習に励む とされ
る中に,忍 耐強 く穏和である ・慚愧を備 えている ・善友につき従 うといったこ
とが示され る。これ らは,それぞれ律儀戒 に住す る菩薩 ・摂善法戒 に住する菩
薩のあり方 として示される内容である。
第二地:乞 われな くても有情たちの仕事(kriya)を為す。 これは饒益有情
戒の相 ・饒益有情戒に住する菩薩のあ り方を示す中に示される。
第三地:菩 薩が獲得する神通 を示すなかで山を通 りぬけるなどの11種が示
される。 これ らの神通は饒益有情戒 に従する菩薩のあり方を示す箇所に示 され
る。
第四地:柔 和な心を持つ ・師を尊敬する。 これらは律儀戒に住する菩薩のあ
り方 ・摂善法戒のあ り方 として示される。
第五地:衆 生 を成熟する方便 に巧みとなり,神通を実現するようになる,な




第六地:有 情の増上慢を除去することが示 される。 これは饒益有情戒 に住す
る菩薩のあ り方 として示される。
第七地:十 波羅蜜の忍辱波羅蜜 として示される内容は,律儀戒 に住する菩薩
のあり方 として示されるものである。
第八地:仏 法 と僧宝 に対してすぐれた施物で供養し恭敬 し礼拝する。 これは
摂善法戒に説かれるものである。
第九地:衆 生 のさまざまなあり方を如実に知 る,ということが示される。 こ
れは 厂菩薩地」〈力種姓品〉に説かれる八種の教授による有情 の摂受を説 く饒
益有情戒に住する菩薩のあ り方に対応する。
第十地:自 由自在に神通 を示現することが説かれるが,饒 益有情戒 に住する
菩薩の神通の発展形態 と考 えられる。
以上のように,あ る程度の対応を見ることができる。戒品に示される事項が
漏れな く 『十地経』 に示されているというわけで はな く,特に上の階位 にゆく
につれて具体的な事例で対応するものは少な くなって行 く。しかし,何 れの階
位で示される菩薩のあ り方であれ饒益有情 との関連において示されているもの




が少な くなることは納得できよう。少な くとも,,初地 ・第二地 ・第三地での対
応関係 を見る限 り,三聚浄戒に規定される菩薩のあるべ き完成 した姿は初地以
上の菩薩に当てはまるものであると考 えられる。、
第四節 小 結
以上,,菩薩の諸階位三聚浄戒が菩薩のあるべ き姿 を示す ものとしてかかわる
ことを示 して きた。即 ち,(1)種姓住の菩薩 には,三 聚浄戒に示される菩薩のあ
るべ き姿がただ因としてのみ存在 しており,それが随煩悩 に随染 されて隠され
ている。 また自覚的に本性 としての菩薩のあ り方を完成 しようとするわけでも
ない。(2勝解行住に住する菩薩 は,菩薩の本性 としてあるべ き姿を完成 しよう
.,
『菩薩地』戒品所説の三聚浄戒の構造
と自覚的に修習する。その間に三聚浄戒 を受持 し漸次に完成度 を高めてゆ く。
(3)極歓喜住以上の十住 においては浄勝意楽を得て,更 に菩薩 としての本性 を完
成するに至 る。





第 二 章 菩薩 の学習 事項 内 にお け る三 聚浄 戒 の位 置 づ け
第一章では菩薩 の階位における三聚浄戒の位置づけを修習の深 まりの段階 と
い う時間軸 として捉えた。本章では六波羅蜜 の中に三聚浄戒を位置づけ,そ の
持つ意味 を明確 にしたい。
第一節 六波羅蜜 と三聚浄戒 との関係
戒品が菩薩の六波羅蜜 を三聚浄戒 との関係の上で全体 として如何に捉えてい
るかを先ず示しておきたい。戒品のまとめとして,
以上が菩薩の大菩提 という果 を生起 させ る大戒蘊(戒 品の所説すべてをさ
す)で あって,そ れに依止 して菩薩は戒波羅蜜 を円満にして,無 上正等菩提
を現等覚する(42)。
と述べる。 これによれば,戒 品の所説は戒波羅蜜の完成 にのみかかわるもので
ある。次に,こ の戒品の所説全体が三聚浄戒 に約 して次のように提示される,
そして,こ の戒 は説示されたように自性戒な どの九種であって,三種か らな











これ まで三聚浄戒を重層構造 として,ほ ぼ一括的に捉えてきた。 ここで三聚
浄戒の相互関係,そ してそれぞれの特色を多少追求する必要があるだろう。そ
こで三聚浄戒 についてそれぞれの対象 と働 きという観点からみると,律儀戒 は
心を住 させる ・摂善法戒 は自らの仏法を成熟させる ・饒益有情戒 は有情 を成熟
させるというように,そ れぞれは個別の意味を持 っていることが判明す る。第
一章,第二節で見たように;菩薩のあ り方の基本 は有情の義利 を為す ことにあ
り,律儀戒 ・摂善法戒の二つは饒益有情 を前提 として初めて成立するという相
互関係 も判明する。
さて,戒 品は菩薩の戒波羅蜜を説 く章である。 しかし,戒波羅蜜以外の学習
事項 を説 く章,特 に布施波羅蜜(「菩薩地」〈施品〉)・忍辱波羅蜜(「菩薩地」
〈忍品〉)の中に戒品所説の三聚浄戒の規定をい くつか見いだすことができる。
このようにこれら三聚浄戒の三種の戒 はおのず と六波羅蜜 という領域 において
包含関係にあり・,そこに三聚浄戒の一つの特色が示 されると思われる。以下 に,
六波羅蜜 に分類 される菩薩の学習事項のなかで この包含関係を明 らかにする。
第二節 六波羅蜜の中での三聚浄戒の位置づけ
ところで 厂菩薩地」の布施 ・忍辱 ・精進 ・静慮 ・智慧の各波羅蜜を説 く章で
規定される菩薩のあり方は三聚浄戒で規定さるような菩薩 のあり方 と対応する
ものがある。そのなかで,忍 辱 ・精進,静 慮 ・智慧の各波羅蜜 を説 く章では饒
益忍 ・饒益精進 ・饒益静慮 ・饒益智慧 と分類 される項目が立てられる。そして,
それ らについて は饒益有情戒 に準 じて理解されるべ きことが示される(44)。つ
まり,饒益に関して はそれぞれの波羅蜜は饒益有情戒 と同一のあり方をすべ き
であるとするのである。




度摂品 で は戒波 羅蜜 の利他 の功徳 を説 く箇所 で三聚浄戒 が示 される。即 ち梵
本第37偈 に,
常 に,、仏子 たち によって禁戒 と努力か らなる,三 種 の戒 が受 け取 られ る。天
界が意 図 されず,再 び行 って もそ こに執着 が置かれ ない。 そしてその戒 によっ
て こそ,す べての ひ とび とが三[乗]の 菩提 に高 め られ る。 そ して戒 は智 に





aパ ダで示 され る禁戒 と努力か らなる三種 の戒 は,世 親 釈 に よれば,禁 戒 を自
性 とす るのが律 儀戒,努 力 を自性 とす るのが摂善法戒 と饒益有情 戒で ある とさ
れ る。戒波 羅蜜 を利他 の功徳 とい う観 点か ら見れ ぼ,三 聚浄戒 に分 ける ことが
で きる,と い う主張 で ある。
ところが,戒 波羅蜜 が様々 に分類 され る中で,明 らか に律儀戒 を指 し示 して
規定 され た項 目があ る。数 の観点 か ら分類 され た内 の一切種 の道 に関す る もの
であ って 「"境に対 す る無執着 の道"に 達 す る散乱 の制御 いにお いて,比 丘 の
律 儀 に住 す る もの は境 を得 るた めに一 切 の業 の散乱 を行わ ないか ら」(46),また,
差 別 を摂 す る内の働 きの項 目で は,「表示 得 と法性 得 とが律儀 に住す るもので
あ る。表示 得 とは波羅提木叉 の律儀 に摂せ られ,法 性得 とは,禅 定 と無漏 の律
儀 に摂せ られ る」(47)とい う。 また,「持戒 が布 施 等 の原因 で ある。比 丘 の律 儀
を受 けるの はあ らゆ る自己の所有物 を捨 て るか らで ある」(48)とい う。 この よう
な提 示 の仕 方 がな され る とい うこ とは戒波羅蜜 につ いて はその 内容 を限定す る
な らば,律 儀戒 のみ に限定 す るこ とがで きるという ことで あろ うか。
ところで,六 波羅蜜が相互 に確定 しあ う,と い う分類 項 目が挙 げ られ るなか
に,「摂善 法 戒 に よって一 切 の布施 な ど(=六 波羅蜜)を 摂す る」(49),「摂善法
戒 を受持 す るの は一切 の布施 等 の因縁 であ る」(5°)とい う規定が あ る。戒波羅蜜
のなかで説 かれた三聚浄戒 の一分で あ る摂善 法戒 が六波羅蜜全体 を包摂す る,










包み込む。更に,律儀戒は自らの心を安住 させ るために定められた,と 考える
ことができる。 ＼
ところで 『摂大乗論』では,『大乗荘厳経論』 と同様な分類の仕方で,六 波
羅蜜をのべる。その中,六 波羅蜜の差別を示す中で,戒 波羅蜜に三種があり,
それは律儀戒 ・摂善法戒 ・饒益有情戒で あるとされる(51)。しか し,こ こでは,
それ ら個々の解説 はされず,た だ名前が示 されたに過 ぎない。 ところが,『摂
大乗論』増上戒学の章では菩薩戒 に三種ありとして,こ れら三聚浄戒 を提示す
る。そして,こ の増上戒学を 厂菩薩地」戒品に示されるものであるとする(52)。
この規定にしたがって,『摂大乗論』第四章に規定さる戒波羅蜜 は,そ のあ
り方をみると,「悪戒 ・悪趣 を止滅 させ,善 趣 ・三昧を得 させる」(53)「優れた生
まれのものとなる」(54)『羅 において違犯することがない」(55)という内容であり,
律儀戒に配当されるべきもののようである。そして,一 切の善法は六波羅蜜 に
よって摂せ られる,と いわれることについては摂善法戒を指していると考 えら
れる。
以上まとめると,律儀戒は戒波羅蜜のみを指 し,摂善法戒 は六波羅蜜全体 を





律 儀 戒=自 利 に関わる戒波羅蜜のみ
..
『菩薩地』戒品所説の三聚浄戒の構造
摂 善 法 戒=自 利に関わる六波羅蜜すべて
饒益有情戒=利 他に関わるあらゆる菩薩の行
を指 し示 している。三聚浄戒が一切の菩薩の階位 における所応作を示す もので
ある。故 にここでも菩薩の修習における重層構造のなかで,機 能を果たす こと
が納得されよう。
第 三 章 結 論
第一節 菩薩の階位と三聚浄戒
第一章 において菩薩の階位 「菩薩地」所説 の十二住 を大 きく三
つの部分 に分 け,それぞれの階位の菩薩のあ り方 と戒品所説の三聚浄戒 に規定
きれる菩薩のあ り方 とを対比 させなが ら,菩薩の修習の重層構造 を明らかにし
た。略説 すると,種姓住の菩薩にとって三聚浄戒に示 される菩薩のあ り方,つ
まり菩薩 の本性 としてのあ り方は,た だ因 としてのみ備わっているものであり
発現 されてはいない。勝解行住の菩薩 は,菩薩の本性 としてのあ り方を,初発
心するこ とによって自覚的に実現 しようとする。その為の規定が三聚浄戒であ
り,歴劫修行において本性を円満にするべ く修習 を重ねるのである。そして極
歓喜住 に悟入 した後 は,凡夫地を越 えた菩薩 として菩薩の本性 を円満にすべ く
邁進する。 この階位 に悟入すれば菩薩の性に任せて饒益をなし得るのである。
そして,そ れぞれの階位で菩薩が目標 として修習するのは(種姓住にある菩
薩 は自覚的に修習するわけではない としても)三聚浄戒である。 これが,本 稿
で示した重層構造である。勝解行住の菩薩を検討するさいに,声聞が受持する
比丘戒 と三聚浄戒(菩 薩が受持する比丘戒などである律儀戒を含む)の違いに
ついて菩薩の修習が多世にわたるものであ くことか ら触れたが,三 聚浄戒 を受
持する基盤 は法界等流の悲であった。
この菩薩が三聚浄戒を受持する基盤に留意 して,菩 薩の修習の重層構造 とい





また[菩 薩の]身語の業,そ れは化現されたものであるが,こ れらもまた菩
薩の甚深なる戒であると知 られるべきである(56)。




厂六波羅蜜が唯識性(初 地)へ の悟入の因であ り果である」(57)とされ,初 地に
悟入する以前 には因であ り,悟入 した後では,六波羅蜜 を常に途絶 えず,無 間
に修習するということが六波羅蜜の果である,と される。摂善法戒にあっては
六波羅蜜 は修習されるべ き善法であり,こ こでいう,初地への悟入の因である。
初地に悟入 したのちには果 として六波羅蜜 を修習するというのは,饒 益有情の
実践 としての六波羅蜜 の修習 と考 えられはしないだろうか。つまり,『摂大乗
論』第六章に示 される 「菩薩の身語の業が戒である」 という主張は 「菩薩の戒
波羅蜜 とは菩薩の身語の業 によって有情をして戒波羅蜜 を修習せ しめる」 とい
うように読むことがで きないだろうか。今後の検討 を待ちたい。
第二節 六波羅蜜の中での三聚浄戒の位置づけ
戒品は戒波羅蜜 を説 く章であるとされる。しか し,その所説の三聚浄戒のう
ち実際に直接戒波羅蜜 にかかわるものは律儀戒 のみであった。 『大乗荘厳経
論』の所説 との対照 を通 しても明らかになってきたことであるが,三 聚浄戒は,
摂善法戒が六波羅蜜全体 に関わる戒であると考えられ,饒 益有情戒は菩薩の本
性である 厂有情に対する義利をなすこと」すべてに関わる戒である,と考 えら
れた。即ち三聚浄戒 はあ らゆる菩薩の所応作 を戒 という形式 によってまとめ上
げ,さ らに,菩 薩の修習に資するかたちにまとめ られたものである。
第三節 今後の検討課題





て詳論 す る ことを期 したい。 また,第 二章 での六波 羅蜜 と三聚浄戒 との関係 を
論ず るに当 たって は,使 用 した資料 の数 が十分で あった とは言 えない0こ の点,
学 問的で はない とのそ しりは甘 ん じねばな らない。 特 に,唯 識系論 書 の記述 を
十分 に網羅 してい ない点 につ いて は,改 めて別稿 を期 したい。 また,六 波羅蜜
との関係 で論 ず る場合 には,さ らに 『ラ トナー ヴ ァ リー』・『シ クシャー サム ッ
チ ャヤ』・『ボー デ ィチ ャル ヤアヴ ァター ラ』 な ど中観系論書 との比 較検討 を も
行 うべ きで あった。 ただ,戒 品所説 の菩薩戒 を体 系的 に捉 え るため の方 向性 を
示 し得 たわ けで あ るので,こ の視 点 を更 に確実 な ものにす るよう,今 後 の研 究
を行 ない たい。
第 四節 終 わ り に
本稿で は,一 方で は菩薩行 の重 層構造 とい う視 点か ら,菩 薩 の階位 と三 聚浄
戒 の関係 を,も う一方 では六 波羅蜜 のなか に三 聚浄戒 を位 置づ け,そ の性 格 を
あ きらかに しようとした。 その試 みが十分 に果たせ た とは思 って いないが,少







また 『大乗起信論』の帰敬偈に 「帰命尽十方 最勝業偏知 色無礙自在 救世大悲者








(7)「菩薩の律儀戒 とは,およそ七衆の別解脱律儀の摂受,つ まり比丘 ・比丘尼 ・式叉摩
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那 ・沙 弥 ・沙 弥 尼 ・優 婆塞 ・優 婆 夷 の戒,そ れ が この在 家分 と出家 分 にお い て適 宜 に知
られ ね ば な らない 」Bbh.p.13811.24～27
(8)平川 彰 「大 乗 戒 と菩 薩 戒 経 」 『福 井 博 士 頌 寿 記 念 東 洋 思 想 論 集 』1960年p.532には
「相 互 に背 反 す る内容 を持 つ 声 聞戒 と菩 薩 戒 とを 同時 に受 け る こ とは不 可能 で あ る。 た





(1D以下,『 摂 大 乗 論 』 に つ い て 偉,LAMOTTE,Etiemnne,LaSommeduGrand
Vehiculed'Asanga,Louvain-la-Neuve,1973.(以下,MS.)の 科 段 番 号 に よ っ て 引 用
箇 所 を示 す 。
q2)宇井 伯 寿 『瑜 伽 論 研 究 』pp.43～81を参 照 の こと。
(13)宇井 前 掲 書p.44を見 よ。
qのMS.VI-2
(15)受戒 法 で は ・能 授 の 菩 薩 は最 初 に 「お ま 客 はAで あ るか 漕 撼 ・お いて誓 願 を たて
た か 」 と問 う(Bbh.p.153)。菩 薩 が 誓 願 を た て る の は初 発 心 の 時 が 最 初 で あ る ゐ で
(Bbh.p.12)、この問 い は能 受 の菩 薩 が すで に発心 して い な けれ ば な らない こ とを示 す。
㈲ 比 丘 戒 の戒 体 が 受 戒 儀 軌 にお い て初 め て獲 得 され る もの で あ る こ と と,菩 薩 の戒 で あ
る,三 聚 浄 戒 の 戒 体(=種 子)は 因 として す で に具 足 され た もの で あ る こ との違 い を考
慮 す べ きで あ る。
(17)菩薩 の 種 姓 の 相 が 随 煩 悩 に 随 染 され て お り発 現 して い な い こ とは,「菩 薩 地 」 〈種 姓
品〉 に示 され る。Bbh.p.1011.1～12
(18)Bbh.p.31911.8^-13
(19)高崎 直 道 『如 来 蔵 思 想 の形 成 』pp.302～318を参 照 の こ と。 『大 乗 十法 経 』 に説 か れ





・⑳Bbh .pp.411.16～9.23に示 され る もの と戒 品 で 示 さ れ る摂 善法 戒 のあ り方,饒
益 有 情 戒 の あ り方,律 儀 戒 ・摂 善 法 戒 ・饒 益 有 情 戒 に住 す る菩薩 の あ り方 と は内容 的 に





『菩 薩 地 』 戒 品 所 説 の三 聚 浄 戒 の 構 造











(39)声聞 種 姓 と菩 薩 種 姓 の受 戒 にお け る戒 体 獲 得 の違 い な ど,こ の 問題 につ い て は仏 教 大
学 大 学 院 の伊 藤 博 志 氏 が稿 を用 意 して お られ 近 々発 表 す る予定 で あ る と聞 い て い るか ら,
そち ら を参 照 され たい 。
(40)Bbh.p.31911.1'7^-20
ω 例 え ばBbh.p.33211.20など
(42)Bbh.p.18711.16^-18
(43)Bbh.p.18811.1^-15















[本稿 作 成 に あ た っ て,仏 教 大 学 大 学 院 博 士 後 期 課 程 在 学 中 の 伊 藤 博 志 氏 に ひ
と か た な ら ぬ お 世 話 に な り ま し た 。 記 し て 御 礼 申 し上 げ ま す 。]
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